
社会を便利に
良質・安全な製品の安定供給

■ リスク管理

■ 指標及び目標

　気候変動に係わるリスク管理については、2022年に発

足したタスクフォースにおいて分析、評価し、取締役会へ報

告しました。2023年度においては、2023年４月に発足し

た「サステナビリティ統括委員会」にて、気候変動を含めた

当社グループを取り巻くリスクの分析、評価を実施し、重

大リスクの特定を行い、取締役会へ報告します。

　ノリタケグループは低炭素社会への移行・2050年の

CO2排出量ネットゼロに向け、CO2排出量(Scope1・2)

の目標を2024年度に排出量7.3万トン(基準年2018年

度比25%削減)、2030年度に同4.9万トン(同50%削減)

と設定しています。サプライチェーン上の当社グループ以

外のCO2排出量(Scope3 )については算出方法を確立

し、目標設定とその達成手段の検討を進めていきます。

●ノリタケカンパニーリミテド

●日本レヂボン

●ゼンノリタケ

●広島研磨工業

●共立マテリアル

●キヨリックス三重

●ノリタケ伊勢電子

●ノリタケTCF

●ノリタケの森

●ノリタケリサイクルセンター

●NORITAKE ABRASIVES(SUZHOU) CO. ,  
LTD.

●NORITAKE SA (THAILAND) CO., LTD.

●DIA RESIBON (THAILAND) CO., LTD.

●NORITAKE SCG PLASTER CO., LTD.

●PT. NORITAKE INDONESIA

●NORITAKE TAIPEI CO., LTD.

●NOR ITAKE  LANKA  PORCELA IN (PVT )  
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実績 目標

『地球を元気に』の内、P37～P42の報告内容は、
下記グループ会社のデータから作成しています。

ノリタケグループ品質方針

ノリタケグループは、社是である「良品・輸出・共栄」の理念のもと
に、お客様に満足していただける良い製品、良いサービスを提供
することで、世界中のお客様からの信頼と期待に応え続けます。
（1） お客様の立場に立って、安全で安心な製品とサービス 

を提供します。
（2） すべての組織で一人ひとりが、品質向上に取り組み続けます。
（3） 製品とサービスに関連する法令、規則、要求事項を遵守します。
（4） お客様にとって必要な情報を適切に開示します。

■  品質方針
ノリタケグループは、お客様に満足していただける良い製

品、良いサービスを提供するため「品質方針」を定めています。

品質向上に向けた活動の推進

ノリタケカンパニーは、「白く美しい精緻な洋食器を日本で作

りたい」という創業者たちの熱い想いから誕生した「ものづくり」

の企業です。この精神に基づき、2011年にものづくり強化委員会

を発足させ、製品やサービスの品質向上に取り組んでいます。

2011年に製造部門からはじめた「ものづくり3・1（M3・1）活

動」にて、基盤整備活動を開始し、安定した生産のために安全

や2S、標準化などの基盤となる仕組みの整備を実施してきまし

た。また、技術部門を対象とした「品質活動」についても統合

し、製造と技術が一体となって進める活動へと進化させていま

す。2016年からは基盤強化活動として、生産現場の5大使命で
ある「安全」「品質」「生産」「原価」「人材」をコントロールする
管理標準・基準と仕組みづくりの活動へ展開しています。
そして、営業・技術・開発・管理・企画・事務部門のもの

づくり活動を「S3・1活動」として拡大し、現在は「M3・1活
動」「S3・1活動」の二本柱で活動を進めています。

ものづくり強化委員会

M3・1活動部会
対象／製造・技術

S3・1活動部会
対象／営業・技術・開発・管理・企画・事務

M3・1活動

安全
第一

品質
第一

お客様
第一

S3・1活動

信頼
第一

品質
第一

お客様
第一

■ ものづくり強化の活動

M3･1（エムサンイチ）活動では、製造・技術部門を対象

に「お客様第一、安全第一、品質第一」を掲げ、この3つの

「第一」の達成が、事業を通じて社会に貢献し続けるために

重要であるとの認識の下、活動を推進しています。ものづ

くり体制を一層強化するために、基盤強化活動と品質活動

の二本柱で進めています。

基盤強化活動では、品質(Q)、コスト(C)、納期(D)をより
確実にコントロールするために、生産現場の5大使命のな
かでも、｢安全｣｢品質｣｢生産｣について重点活動を決めて
取り組み、日常管理の質向上を目指して活動を展開してい
ます。また、2020年度からは原価管理の仕組みの再構築
を追加しています。現地現物を基軸に、部門長(工場長･製
造部長)主導でこれまで取り組んできた活動を推進するな
かで、継続的な仕組みとして工場マネジメントシステムで
の運用を目指しています。
ノリタケグループの12工場では、現地現物での活動部
会を開催して、5大使命の活動状況を工場相互研鑽の形で
確認し、参加者による討議や良好事例の横展開を実施して
います。

■ 基盤強化活動

M3・1活動（製造・技術部門）

ねらい

ねらい

・工場経営視点に立った
 マネジメント力向上
・原価管理の仕組み強化

日
常
管
理
の
実
践

お客様に喜ばれる
ものづくりで利益を上げる
『安全』『品質』『生産』 に
おける日常管理標準と
仕組みづくり
顕在化した問題・課題を
テーマに重点活動を展開

工場長
（運営責任者）

次長

グループリーダー
（管理監督者）

チームリーダー
班長・職長
一般従業員

方
針
管
理
の
実
践

▲

工場の階層別役割

M3・1活動部会
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13. 社会を便利に

■  品質活動
お客様が求める“良い製品、良いサービス”を速やか、か

つ確実に提供できる仕組みを整えるため、2023年度から

サステナビリティ統括委員会の下、｢品質委員会｣を立ち上

げました。ノリタケグループの品質方針、品質目標、行動計

画を策定し、グループ全体の品質向上を目指しています。

主な活動としては、2021年度以来の｢品質活動研究会｣を

継続し、｢良品活動｣と｢生産準備活動｣を推進しています。

良品活動

クレーム対応や、工程内不良の対策に役立つ情報の見える化を
行い、「大部屋活動」で是正や改善に取り組んでいます。「大部屋
活動」とは、工場長等のトップと、製造・生産技術・品質保証・商品
開発などの関係者が横串で集まり、要因解析、対策協議してス
ピード感を持って是正や改善を実践する活動です。

品質活動研究会

生産準備活動・品質活動研究会

商品企画から量産化までのプロセスにおいて、ステップ毎
に関係者がデザインレビューを行ってアウトプットの適切
性を確認し、量産時に不具合が発生しないように予防する
活動が「生産準備活動」です。各ステップで行うべきことや
確認すべき項目、役割分担を決めて活動を推進し、継続的
改善により標準的なプロセスを確立しています。
2021年度からは「生産準備活動」をより有効的に機能さ
せるために「品質活動研究会」を立ち上げました。生産準
備の過程で発生したと想定される不具合についてテーマ
アップし、現地現物で関係者による討議を行いながら、生
産準備活動に立ち返って従来のプロセスを見直し、根本的
な課題解決に向けた取り組みを推進しています。

ノリタケグループのものづくり強化活動は、製品を作る

工場だけの活動ではありません。お客様に心から喜んでい

ただくためには、営業や技術など事業に直接関わる部門

や、その事業部門を支える管理や開発部門が行う仕事も

何らかの形で製品に関係しています。これら工場以外のス

タッフ部門が取り組むものづくり強化活動がS3・１(エスサ

ンイチ)活動です。Sはサービス（業務）のSを表し、3・１はス

タッフ部門が業務を遂行する上で常に心掛けるべき「お客

様第一、品質第一、信頼第一」の３つの「第一」を表していま

す。S3・１活動とはこれらの「第一」を意識しながら、業務の

質を高めていく活動です。

S3･1活動の目指す姿は、｢お客様満足を意識し、業務に

おける問題･課題を自主自立的に解決していける｣ように

なり、個人の問題解決力、組織としての力および会社の競

争力を高めることです。スタッフ部門全員が「お客様」の目

線に立って業務を見つめ直し、あるべき姿に向けて業務を

整備しています。活動は小集団を形成して進められ、業務

の精度・質・効率を高め、目に見える成果（お客様満足、

QCD向上、働き方改革など）を実現することで、お客様か

ら信頼される会社であり続けるとともに、働きやすい職場

環境づくりを目指して取り組んでいます。また、この活動に

取り組むことで社員の意識改革を図り、人材育成や強い組

織づくりにつなげています。

S3・1活動（営業・技術・開発・管理・企画・事務部門）

S3・1活動報告会

S3・1活動部会

品質委員会

　ノリタケグループでは、事業を安定的に継続するため

に、サプライチェーンマネジメントが重要であると考えて

おり、2020年度に購買方針、2021年度に購買ガイドライ

ンを制定、2022年度には購買ガイドラインをお取引先様

に配布し、当社の購買活動の基本方針の周知を図りまし

た。今後も購買方針および購買ガイドラインに基づき、サ

プライチェーン全体で社会的責任を果たすべく努めます。

2023年度には、調達委員会を立ち上げ、体制の強化を

図っています。

　また、環境に配慮した原材料の調達を進めるとともに、

紛争地域に由来する鉱物の輸入には十分留意しています。

サプライチェーンマネジメントの推進

ノリタケグループ 購買方針

ノリタケグループは、社是である「良品・輸出・共栄」の理念
のもとに、お客様に満足していただける良い製品と良い
サービスを継続して提供するための購買活動に取り組み
ます。お取引先様との共栄を目指した信頼関係を築き、お
取引先様と協力しながら企業の社会的責任を積極的に果
たしていきます。

■  お客様とのコミュニケーション
お客様の声を製品やサービスに反映させるため、また、製

品を安全にご使用いただくため、食器事業部内にお客様相

談室を設置し、ご意見やお問い合わせを関連部署で共有し、

商品・サービスの改善につなげるように努めています。

製品の安全性について

ノリタケグループでは研究・開発から設計、製造、流通およ
び販売のすべてのプロセスにおいて、製品の安全性に十分
に配慮し、お客様に安心してお使いいただけるよう努めてい
ます。そのために、法令などの遵守はもちろん、自主基準を
設け、これに従っています。このほか、わかりやすい取扱説
明書を添付することで、誤った使用方法による事故を未然
に防ぐ努力をしています。
万が一、提供した製品やサービスによって事故やトラブルが
生じた場合には、その情報を速やかにお客様に伝え、迅速か
つ適切な方法で被害の拡大を最小限に抑えます。また、再
発防止のため、徹底的に原因を究明します。

ノリタケグループは、お取引先様と業界の経済環境や動

向および当社の調達の見通しなどの情報を共有し、適切な

関係の構築、維持を図っています。また、安全衛生を確保

するための取り組みも行っています。特に、製造、施工など

で多くのお取引先様からの協力を得ているエンジニアリ

ング事業部では、定期的にセミナーなどを開催して、労働

災害の防止を図っています。

この他、社内向けには、下請法に関する講習を定期的に

行い、従業員に周知徹底しています。

■  お取引先様とのコミュニケーション

広く門戸を開放し、公正な取引を誠実に行います。
お取引先様の選定にあたっては、品質・価格・納期に加
え、企業の社会的責任に取り組む姿勢も含めて総合的
に判断します。
お取引先様は良きパートナーであり、相互信頼を深め
て共栄を図ります。
各国・地域の法令・社会規範を遵守するとともに、高い
倫理観に基づいて行動します。
ノリタケグループ環境方針に沿って、環境に配慮した
購買を推進します。
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